ディボーションノート　３４
	　８月２５日(月曜)　民数記　第９章　
　イスラエルの民は、主に命じられた通りに、エジプトを出てから初めての過越の祭りを行います。しかし、その中で死体に触れて身を汚したために、神の定められた時に過越を守れない人々が出てきました。そのことについて人々が訴えた時、モーセは何よりもまず先に主に伺い、主が何と言われるかを聞いたのです。そして、その結果、主は最善の答えをお与えになりました。私たちも、主に従う歩みの中で、困難な状況、判断が難しい場面に出遭うことがあります。しかし、何よりもまず主に聞いていくならば、主は必ず最善の答えを与えてくださるのです。



	８月２６日(火曜)　民数記　第１０章　
　主は2本の銀のラッパをつくるように命じます。これらは、単なる「合図」を意味するだけではなく、そのラッパを吹く度に、今、ここに、主がイスラエルの民と共におられ、また、導いてくださっていることを思い起こさせるためでした。そして同時に、民の側からは、主に拠り頼んでいることの信仰告白となりました。私たちは、戦いの日にも、喜びの日にも、いついかなる時にも、まず主を第一に覚えることが求められているのです。



	８月２７日(水曜)　民数記　第１１章　
　旅を続けていく内に、イスラエルの民の中から不平不満が出てくるようになりました。民は、主がどれほど大きな御業をもって、エジプトから救い出してくださったか、そして、ここまで守り導き続けてくださったか、全く覚えてはいませんでした。それどころか、かつて奴隷の状態で苦しみ叫んでいたことを忘れ、その生活があたかも素晴らしく良いものであったかのように懐かしみ、つぶやいた結果、主の怒りを招いたのです。私たちも、主がどれほど大きな恵みを与えてくださったかを忘れてしまうとき、不満やつぶやきが出てきます。主の恵みに目を留め、つぶやきではなく、感謝をささげていきましょう。



	８月２８日(木曜)　民数記　第１２章　午前・午後の祈り会
　ミリアムとアロンの問題は「嫉妬」と「高ぶり」でした。モーセが彼らの弟でありながら、神から特別な立場と任務を与えられていることに対して嫉妬し、自分たちも同じ立場であると主張したのです。それに対し、3節ではその二人とは反対にモーセがすべての人にまさって柔和（謙遜）であったことが述べられています。「主は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」（ヤコブ4：6）方です。自分の正しさを主張し、高ぶる者ではなく、主の正しさを求め、へりくだった者となさせて頂きましょう。



	８月２９日(金曜)　民数記　第１３章　
　主は人々を遣わすにあたり、「わたしがイスラエルの人々に与えるカナンの地を探らせなさい」（1節）と言われました。主は人々をその地を探るために送り出すその前から、すでにその地を「与える」と約束してくださったのです。しかし、探りに行った大半の人にとって、その地を得るということは不可能としか思えませんでした。それは、共にいてくださる主を見るのではなく、目の前に立ちはだかる困難の大きさと自分たちの力だけに目を奪われてしまったからです。神様が私たちを導こうとしている先には、大きな困難が立ちはだかっているように見えるかもしれません。不可能と思えるかもしれません。しかし、目の前の困難の大きさではなく、自分の力でもなく、全知全能の主に目を向けるならば、必ず主が勝利を与えてくださるのです。



	８月２３日(土曜)　民数記　第１４章
　私たちはあまりにも大きな不安や恐怖にとらわれると、信仰の目がふさがれてしまい、今まで主が私たちにくださった多くの恵みに目が留められなくなってしまうことがあります。イスラエルの民も、約束の地を探りに行った人々の内の大半の消極的な意見を聞き、不安と恐怖にとらわれ、ここまで導いてくださった主の数々の恵みを忘れ去ってしまいました。そして、主のご判断ではなく、自分たちの判断を選んだ結果、民の内のほとんどが、約束の地へ入る祝福を逃す結果となってしまったのです。「私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つものです。」（ヘブル10：39　新改訳）とあるように、主にのみ信頼し、大胆に約束の地に入る者とならせて頂きましょう。



